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世の中を支える人 
校長 長島 和広  

 

夏休み期間が終わり、学校が再開しました。久しぶりの学校での生活はいかがですか。

もしかしたら緊張しているかもしれませんね。私も集会でみんなの顔を見るまで不安がいっ

ぱいでした。みんなが元気かな……学校に来てくれるかな……、夏休みの終わりが見えてく

るといつも感じる気持ちです。 

さて、夏休みの期間中は自分の時間を上手く使えましたか？何か新たな発見ができまし

たか？発見というより、新たな気づきといった方がいいのかな。どうでしょうか。 

３年生は、部活動の最後の大会に臨んだ人も多かったのではないでしょうか。今年は、県

総合体育大会が横浜開催であったこともあり、市内各所で県大会が行われていました。一

つひとつの大会が、多くの先生たちによって運営して行われていました。これは市大会でも

区大会でも、文化部でも同じです。顧問の先生だけでなく、競技ごとの専門部の先生たち

が手弁当で皆さんの活躍できる場を作ってくれています。支える人が場を作り、その中で活

躍できるのです。 

地域の夏祭りには、参加しましたか？きっとそこにも運営を支える人がいて、その場が作

られ、みんなが楽しめたのではないかと思います。 

７月の終わりに札幌へ行く仕事がありました。その日は、夕方から激しい雷雨に見舞わ

れ、羽田空港への到着便が着陸できない、地上作業ができないことから、ダイヤが乱れて

いました。私が乗る便もいつ飛び立つか分からない状況でした。出発カウンター近くで座っ

ていると一角でキャビンアテンダント（ＣＡ）の人たちが１０人くらい集まっているのが見えま

した。搭乗する便が遅れている中で、さまざまな打ち合わせをしているようでした。リーダー

の人がアルコールの呼気チェックをすることを指示したり、身だしなみのチェックを指示した

りと仕事の裏側がちょこっと見えて、新鮮に感じました。チームで仕事をしているのだなと思

いました。搭乗する飛行機がスポットに入ると荷物を移動する人、翼の下で燃料を入れる

人、胴体の後ろで給排水をしている人……多くの人が飛行機の周りで働いていて興味深く

眺めていました。ひとつの便が飛ぶためには多くの人に支えられているのだと実感しました。

きっと見えない所、例えば管制塔やバックヤードでも、働いている人がいるんだろうなと思

います。 

世の中は多くの人に支えられて成り立っています。皆さんもそんな視点で周りを見てみる

と良いかもしれません。自分が大人になって、どうやって社会を支えるのか…自分がやりた

いことで支えられると良いですよね。いろんな役割があります。広い視野が大切ですね。 

https://www.edu.city.yokohama.lg.jp/school/jhs/kamoi/ 

横浜市立鴨居中学校 

学校だより８月号 

令和８年８月２７日 

鴨居中学校 note 

https://kamoi-jhs.note.jp/
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３年全国学力・学習状況調査の結果 
４月下旬に、３年生を対象に全国学力・学習状況調査が実施されました。例年の国語・数学に

加えて、３年ぶりに英語が調査対象になりました。英語については「読むこと」・「書くこと」・「聞く

こと」の３技能に加えて、本校では「話すこと」の調査対象となっています。１人１台端末を使ったＣ

ＢＴ方式で実施されました。８月上旬、文部科学省・国立教育政策研究所から結果の公表が行わ

れましたので報告します。なお、英語については、今回は３技能での結果報告です。「話すこと」調

査を加えた４技能の調査結果は９月以降に公表される予定です。 

平均正答率(％) 標準偏差 平均正答率(％) 標準偏差 平均IRTスコア 標準偏差

横浜市立鴨居中学校 70 3.1 64 3.7 550 111.1

神奈川県（公立） 65 3.3 59 4.4 525 117.9

全国（公立） 63.9 3.3 57.0 4.5 499.0 113.7

国語 数学 英語（３技能）

３教科とも全国平均を上回っています。正答数の分布を見ると学力下位層が少ないことが

分かります。しかしながら、１割ほどの生徒が中学校の学習を理解していないことも分かりま

す。どんな問題が理解できていないかについても教科で分析し、授業でフォローします。 
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英語については、生徒によって解答した問題が

異なります。そのため正答数ではなく、バンドとい

う階級の尺度で結果が表されています。４・５のバ

ンドに入る生徒が多くいることが分かります。 

 

右の問題は全国で課題ありとされました。本

校では、正答４７.７%／無解答１０.１%です。全

国比では+８.８pt で、無解答も８.５pt 低く、全

国課題に対して本校は比較的良好です。ただ

し、本校でも５２．３%（誤答４２．２%、無解答１

０．１%）が完全正答に至っていません。半数程

度の生徒には、今後も指導が必要な状況です。 
「令和８年度全国学力・学習状況調査結果（概要）ポイント」より 

左の問題は図形の基礎的な問題であるのにも関わらず、

全国で課題ありとされました。本校では、正答５７．３％／無

解答０．７％です。全国比では、+8.2pt で無解答も２．１ｐｔ

低く、全国課題に対して本校は比較的良好です。ただし本

校でも約４割が誤答し、図形領域の基礎が定着していない

ことが明らかになっています。図形領域では、大問８の証明

が全国-6.1pt、県-10.1pt と本校の弱点となっています。 

今後の授業で

フォローすること

にします。 

英語について

は、４技能の調査

結果が公表され

てから報告しま

す。 
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横浜市教育課程委員会研究協議会 

８月１８日～２１日までの４日間、横浜市教育課

程委員会研究協議会が市内各所で開催されまし

た。これは、横浜市立学校の教職員がこれからの

学校教育をどのように進めて行くのか、教科等ご

とに委員提案をもとに協議をする教職員の会議で

す。多くの教職員が、会場、オンラインで協議に参

加し、学びました。 

１８日開催の総則部会では、本校３年池田雅史

さん、板垣穂香さんの２名が子ども実行委員とし

て協議会に参加し、生徒の立場から「学びに夢中

になるとき」というテーマで発言しました。子ども実

行委員会は各校種２名ずつの８名で構成され、本

校生徒は中学生代表という立場で発言しました。

授業で夢中になるときはどんな時？といったファ

シリテーターの質問に子どもたちの様々な声が寄

せられました。発言メモを右にまとめました。子ど

もたちの発言を受けて、その後の教員の提案に対

する協議も、子どもの声は、こんなだから、自分た

ちの学校経営、授業はこうした方が良いのではな

いかといった子どもを主語にした議論がなされま

した。 

会議のあと、下田教育長から一人ひとりに表彰

状が渡され、記念写真を撮りました。 

本校からは、総則部会、個別支援学級部会で教

員が本校での実践を提案しました。 

９月の主な予定 
８月２７日～３１日 教育相談 

８月２８日 横浜子ども会議（＠中山小） 

９月１日 総合防災訓練 

９月６日 地域防災拠点訓練（白山地区） 

９月１０日１１日 前期期末テスト 

９月２５日 ３年英検１次 

９月６日（日）に本校で白山地区地域防災拠点訓練

が開催されます。（１０：００～１２：００） 

非常災害時、本校が避難所となる場合に備えての

地域の訓練です。災害時下水直結式仮設トイレや緊

急給水栓の設営を体験することができます。生徒・保

護者の方で、まだ、ご覧になったことがない方は、ぜ

ひ一度参加してみてください。 

午後は防災講座があります。詳細は、 

https://hakusan-saruyama.com/ 

地域防災拠点訓練 

☆スクールカウンセラー来校日は、 

 月曜日・水曜日です。 

 申し込みは、副校長・生徒指導専任まで 


